
「
美
術
」
を
め
ぐ
る
〈
物
語
〉

「
美
術
」
を
め
ぐ
る
〈
物
語
〉

幸
田
露
伴
「
帳
中
書
」
を
軸
と
し
て

は
じ
め
に

西

川

三
六

貴
　
　
子

ら
流
入
さ
れ
た
新
し
い
も
の
で
あ
り
、
欧
米
諸
国
に
並
ぶ
「
文
明
国
」
と
し
て

の
〈
日
本
〉
を
提
示
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
輸
出
品
と
し
て
重
要
な
商
品
で

世
界
の
美
術
国
と
誇
称
す
る
我
邦
が
、
今
日
一
部
自
国
の
美
術
史
を
有
せ
　
　
あ
る
と
い
う
経
済
的
な
面
で
も
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
明
治
政
府

ざ
る
は
、
予
輩
の
常
に
浩
嘆
に
堪
へ
ざ
る
所
な
り
。
（
略
）
本
邦
美
術
が
　
　
は
積
極
的
に
「
美
術
」
制
度
を
整
備
し
、
「
美
術
」
を
奨
励
し
た
。
「
殖
産
興
業

絵
画
に
彫
刻
に
連
綿
た
る
歴
史
的
発
達
を
為
し
た
る
は
事
実
な
り
。
（
略
）

美
術
豊
永
く
独
り
歴
史
な
か
る
べ
け
む
や
。
予
輩
、
斯
道
の
碩
学
が
予
輩

後
進
の
為
め
、
は
た
国
家
学
術
の
為
め
に
、

こ
と
を
切
望
し
て
已
ま

邦
歴
史
を
編

せ
ら
れ
む

る
也
。
（
高
山
樗
牛
「
敢
て
日
本
美
術
史
の
編

　
纂
を
促
す
」
『
太
陽
』
明
2
8
・
1
2
）
（
傍
線
引
用
札
）

幸
田
露
伴
「
帳
中
爺
」
（
『
新
小
説
』
雑
録
欄
、
明
3
1
・
８
、
1
0
、
1
1

12

心

が
発
表
さ
れ
た
日
清
戦
争
後
の
日
本
で
は
、
一
つ
の
体
系
的
な
「
美
術
史
」

る
も
の
が
求
め
ら
れ
、
作
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
美
術
」
と

な

政
策
が
一
応
の
完
了
を
み
た
明
治
十
年
代
半
ば
か
ら
、
憲
法
が
発
布
さ
れ
る
明

治
二
十
年
代
の
初
頭
に
か
け
て
、
憲
法
体
制
が
着
々
と
準
備
さ
れ
て
い
く
の
と

時
期
を
同
じ
く
し
て
、
『
美
術
』
は
美
術
と
し
て
確
立
さ
れ
始
ら
」
て
い
く
の

だ
が
、
日
清
戦
争
後
の
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
既
に
制
度
は
整
え
ら
れ
、
今

や
「
美
術
」
が
「
博
大
な
る
国
民
的
精
札
」
を
表
す
こ
と
は
自
明
と
な
り
・
、

「
世
界
の
美
術
国
」
で
あ
る
「
日
本
国
民
」
が
共
有
し
て
い
る
は
ず
の
「
連
綿

た
る
歴
史
」
を
語
る
こ
と
が
求
め
ら
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
気
運
は
、

特
に
、
明
治
三
十
三
年
に
開
催
さ
れ
る
パ
リ
万
国
博
覧
会
へ
の
参
加
と
そ
の
成

い
う
概
念
は
明
治
期
に
西
洋
か
　
　
功
に
対
す
る
期
待
と
と
も
に
高
ま
っ
て
い
く
。
明
治
三
十
年
に
は
、
政
府
は
こ



の
パ
リ
万
博
に
あ
わ
せ
て
、
「
大
和
民
族
」
の
「
日
本
美
術
史
」
の
集
大
成
を

編
纂
す
る
こ
と
を
帝
国
博
物
館
に
命
じ
た
。
こ
の
「
美
術
史
」
は
明
治
三
十
三

年
に
”
Ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｉ
ｒ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
ｌ
'
Ａ
ｒ
ｔ
　
ｄ
ｕ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ｏ
ｎ
”
と
し
て
仏
語
訳
版
が
、
ま
た
翌
年
に

は
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
（
農
商
務
省
、
明
3
4
）
と
し
て
日
本
語
版
が

出
版
さ
れ
て
お
り
、
お
よ
そ
三
年
以
上
の
年
月
を
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
。
そ
の

問
、
新
聞
で
も
し
ば
し
ば
「
日
本
特
有
ノ
趣
致
ヲ
有
ス
」
る
「
東
洋
美
術
史
ノ

津
梁
」
（
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
）
と
な
る
べ
き
「
日
本
美
術
史
」
が
作

ら
れ
て
い
く
様
子
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
時
期
、
こ
う
し
た
「
美

術
史
」
と
呼
応
す
る
よ
う
な
形
で
、
「
美
術
」
を
め
ぐ
る
〈
物
語
〉
が
多
く
語

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
日
本
美
術
史
」
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、
露
伴
も
ま
た

「
帳
中
書
」
を
は
じ
め
、
「
椀
久
物
語
」
（
『
文
芸
倶
楽
部
』
明
3
2
・
１
、
明
3
3
・

１
）
や
、
「
文
明
の
庫
」
（
『
少
年
世
界
』
明
3
1
・
１
～
９
）
な
ど
を
書
き
、
「
美

術
」
を
め
ぐ
る
〈
物
語
〉
　
へ
の
関
心
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
「
帳

中
書
」
で
は
、
名
古
屋
の
塹
工
「
安
堂
平
七
」
と
い
う
、
書
に
そ
の
存
在
は
記

さ
れ
て
い
な
が
ら
、
既
に
忘
れ
去
ら
れ
た
「
名
工
」
の
話
が
展
開
さ
れ
て
い
る

な
ど
、
露
伴
が
こ
の
時
期
発
表
し
た
作
品
は
、
同
時
代
の
「
美
術
」
を
め
ぐ
る

〈
物
語
〉
と
は
い
さ
さ
か
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
小
論
で
は
「
帳
中
書
」
を
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
同
時
代
の

「
美
術
」
に
関
す
る
言
説
と
比
較
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
、
露
伴
が
目
指
し
た

　
　
　
　
　
「
美
術
」
を
め
ぐ
る
〈
物
語
〉

「
美
術
」
を
め
ぐ
る
〈
物
語
〉
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
１

　
「
美
術
」
と
い
う
語
の
初
出
が
、
明
治
六
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
の
た

め
の
規
約
文
（
「
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
列
品
分
類
土
中
の
訳
語
で
あ
る
こ
と

や
、
ま
た
、
先
述
し
た
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
が
、
パ
リ
万
博
の
た
め

に
作
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
通
り
、
明
治
期
の
「
美
術
」
を
語
る
上

で
博
覧
会
と
の
関
係
を
抜
き
に
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
後
述
す
る
が
、

明
治
期
に
書
か
れ
た
画
家
や
「
名
工
」
を
主
人
公
と
し
た
小
説
の
多
く
は
博
覧

会
に
関
わ
る
話
音
取
終
的
な
到
達
点
が
博
覧
会
、
展
覧
会
に
出
品
す
る
こ
と
）

が
多
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
そ
も
そ
も
博
覧
会
の
目
的
に
は
「
国
土
ノ
豊
饒

卜
人
エ
ノ
巧
妙
ヲ
以
テ
御
国
ノ
誉
栄
ヲ
海
外
へ
揚
候
」
こ
と
や
、
「
現
今
西
洋

各
国
ノ
風
土
物
産
卜
学
芸
ノ
精
妙
ト
ヲ
看
取
シ
」
「
物
産
蕃
殖
ノ
道
路
ヲ
開
」

く
こ
と
（
「
湊
国
博
覧
会
出
品
目
的
箇
条
ノ
件
」
明
５
・
５
０
）
が
謳
わ
れ
て
い

た
の
で
あ
り
・
、
先
述
し
た
「
美
術
」
に
求
め
ら
れ
た
二
つ
の
あ
り
方
－
文
明

国
と
し
て
の
〈
日
本
〉
を
提
示
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
海
外
輸
出
の
足
場
を
築

く
芦
一
い
ふ
ノ
こ
し
し

を
実
現
さ
せ
得
る
場
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、

博
覧
会
で
は
、
「
各
種
ノ
物
品
ヲ
、
一
場
ノ
中
ニ
ア
ツ
メ
テ
、
陳
列
ス
ル
ガ
故

二
」
、
そ
の
場
に
集
う
人
々
全
て
に
「
相
互
二
物
品
ノ
良
否
優
劣
ヲ
識
別
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七

｜



　
　
　
　
　
「
美
術
」
を
め
ぐ
る
〈
物
語
〉

（
『
小
学
新
読
本
』
明
3
3
・
1
2
・
2
4
）
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
博
覧
会
と
は
吉
見
俊
哉
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
一
定

の
抽
象
化
さ
れ
た
方
法
と
尺
度
に
基
づ
く
審
査
と
褒
賞
の
授
与
に
よ
っ
て
、
出

品
人
ひ
と
り
ひ
と
り
の
技
能
が
、
透
明
な
位
階
秩
序
の
な
か
に
可
視
化
さ
れ

る
」
よ
う
な
「
近
代
的
な
ま
な
ざ
し
」
が
「
交
錯
す
る
場
」
で
あ
っ
竹
。
そ
し

て
、
先
に
挙
げ
た
博
覧
会
の
目
的
に
「
西
洋
各
国
ノ
風
土
物
産
卜
学
芸
ノ
精
妙

ト
ヲ
看
取
シ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
通
り
・
、
こ
の
「
透
明

な
位
階
秩
序
」
に
は
、
「
西
洋
の
眼
」
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
つ
ま
り
「
西
洋
の
眼
」
に
適
う
作
品
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
西
洋
」

の
諸
作
品
と
の
差
異
の
中
で
見
出
さ
れ
た
〈
日
本
的
〉
な
「
御
国
ノ
誉
栄
」
を

表
す
作
品
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
価
値

基
準
の
も
と
、
政
府
に
よ
っ
て
選
別
さ
れ
、
作
品
が
序
列
化
さ
れ
て
い
っ
た
と

い
え
る
。
実
際
、
パ
リ
万
博
の
出
品
物
は
、
農
商
務
省
の
補
助
や
帝
室
に
命
じ

ら
れ
て
作
ら
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
臨
時
博
覧
会
総
裁
に
よ
っ
て
選

任
さ
れ
た
鑑
査
官
が
事
前
に
鑑
査
し
た
作
品
の
み
が
出
品
さ
れ
る
こ
と
も
明
示

さ
れ
竹
。
製
作
に
あ
た
っ
て
も
、
宮
内
省
調
度
課
の
官
員
や
博
物
館
総
長
に
助

言
を
求
め
な
が
ら
製
作
す
る
こ
と
も
あ
悦
、
ま
さ
に
、
国
家
の
方
針
に
則
っ
た

形
で
の
作
品
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
時
期
、
問
題
と
な
っ
た
の
が
彫
金
、
陶
器

な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
工
芸
」
の
領
域
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
機
械
に
よ
る
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

量
生
産
が
実
現
し
た
こ
と
で
、
輸
出
品
の
多
く
は
「
工
業
」
製
品
と
な
る
一
方

六
、
「
欧
州
」
で
は
「
装
飾
術
若
く
は
工
芸
美
術
の
作
品
」
は
、
「
美
術
の
階
級

に
編
入
す
る
慣
例
な
き
が
齢
」
、
博
覧
会
で
も
日
本
の
出
品
物
は
「
美
術
」
と

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
「
工
業
」
や
「
美
術
」
か
ら
切
り
離
さ
れ
た

「
日
本
工
芸
」
が
「
再
び
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
と
り
も
ど
そ
う
と
す

る
苦
難
の
時
帽
」
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
「
明
治
三
十
三
年
巴
里
万

国
大
博
覧
会
出
品
規
則
」
（
臨
時
博
覧
会
事
務
局
、
明
3
1
・
５
・
1
4
）
で
は
、

「
美
術
作
品
」
「
優
等
工
芸
品
」
「
普
通
商
品
」
の
部
が
分
離
し
て
設
け
ら
れ
、

「
工
芸
」
は
「
商
品
」
と
も
「
美
術
作
品
」
と
も
異
な
る
領
域
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
「
工
芸
」
の
特
性
や
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
議
論
も
展

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
仙
。

　
こ
の
よ
う
な
形
で
「
工
芸
」
と
い
う
も
の
へ
の
注
目
が
高
ま
る
中
、
特
に
注

意
し
た
い
の
は
、
「
工
芸
」
の
「
美
術
」
的
価
値
を
語
る
上
で
重
視
さ
れ
た
の

が
、
「
日
本
特
有
」
の
〈
歴
史
〉
を
有
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
パ
リ
万
博
出
品
に
際
し
て
「
抑
も
彫
金
術
（
本
邦
特
有
の
技
術
」
で
「
其

源
を
朝
鮮
支
那
杯
の
外
邦
に
取
ツ
だ
も
の
で
（
な
く
足
利
氏
の
時
代
に
於
て
刀

剣
装
飾
の
為
め
に
後
藤
祐
乗
が
発
明
し
た
も
の
で
他
の
技
術
と
（
大
に
趣
が
異

ツ
て
居
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
本
邦
特
有
の
技
術
」
と
い
う
〈
歴
史
〉
に
作

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

品
の
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
出
品
物
が
即
位
の
際
に
演
奏
さ
れ
る
雅
楽

「
太
平
楽
」
の
彫
金
（
海
野
勝
現
作
）
や
、
古
歌
に
も
読
ま
れ
る
「
和
歌
の
浦
」



の
彫
額
（
香
川
勝
広
作
）
が
っ
か
り
す
る
の
も
、
自
ら
の
作
品
自
体
で
「
日

本
」
の
〈
歴
史
〉
を
刻
む
こ
と
が
製
作
者
側
に
も
意
識
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
で
も
、
「
工
芸
品
」
の
特
色
は
「
元
来
邦
人
が
手

指
の
運
用
に
妙
を
得
」
、
「
独
立
的
発
達
」
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
〈
現
在
〉

の
帝
室
技
芸
員
や
美
術
学
校
の
教
員
達
の
流
派
の
祖
で
あ
る
「
名
工
」
達
の
系

譜
、
流
派
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
工
芸
」
の
分
野
で
は
同

時
代
の
「
美
術
」
制
度
を
補
完
す
る
形
で
「
日
本
美
術
」
の
〈
歴
史
〉
が
強
調

さ
れ
、
「
古
物
保
存
」
が
積
極
的
に
行
わ
れ
加
。
そ
し
て
そ
れ
と
呼
応
す
る
形

で
、
博
覧
会
等
で
の
褒
賞
を
一
つ
の
到
達
点
と
す
る
「
名
工
」
達
の
〈
物
語
〉

が
語
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

　
例
え
ば
、
廃
刀
令
後
、
歎
難
辛
酸
の
末
、
帝
室
技
芸
員
に
任
命
さ
れ
た
海
野

勝
眠
に
関
し
て
、
水
戸
家
に
仕
え
た
家
系
が
明
か
さ
れ
る
と
と
も
に
、
彼
の
作

品
が
後
藤
家
か
ら
分
れ
「
町
彫
の
祖
」
と
さ
れ
た
「
名
工
」
横
谷
宗
眠
の
作
品

と
間
違
え
ら
れ
た
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
晦
、
同
じ
く
明
治
維
新
後
辛
酸
を

嘗
め
た
も
の
の
、
苦
心
の
末
、
博
覧
会
で
褒
賞
を
授
与
さ
れ
再
興
し
た
八
、
九

代
目
中
川
浄
益
の
席
な
ど
が
い
わ
ば
立
身
出
世
談
の
Ｉ
つ
と
し
て
語
ら
れ
て
い

　
そ
こ
で
は
、
博
覧
会
等
の
関
わ
り
の
中
で
明
治
政
府
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た

新
し
い
「
名
工
」
達
の
立
身
出
世
の
〈
物
語
〉
が
語
ら
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の

一
方
で
連
綿
と
続
く
「
名
工
」
達
の
系
譜
が
語
ら
れ
再
構
成
さ
れ
て
い
た
。
つ

　
　
　
　
　
「
美
術
」
を
め
ぐ
る
〈
物
語
〉

ま
り
明
治
以
降
の
新
し
い
「
名
工
」
達
も
ま
た
、
か
つ
て
の
「
名
工
」
達
の
系

譜
の
中
で
捉
え
直
さ
れ
な
が
ら
、
体
系
的
な
一
つ
の
「
日
本
美
術
史
」
が
創
出

さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
名
工
」
を
め
ぐ
る
〈
物
語
〉
は
、
同
時
期
書
か
れ
た
小
説
に

も
通
じ
る
。
「
欠
伸
達
磨
」
（
無
名
氏
『
新
小
説
』
明
3
1
・
１
）
で
は
、
死
ぬ
間

際
に
最
期
の
傑
作
と
し
て
彫
刻
家
雨
森
鳩
斎
が
「
欠
伸
達
磨
が
座
禅
の
像
」
を

完
成
さ
せ
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
鳩
斎
の
も
と
を
訪

れ
た
某
美
術
学
校
の
教
授
で
、
か
つ
て
の
兄
弟
弟
子
で
あ
る
白
川
に
よ
っ
て
こ

の
像
は
称
賛
さ
れ
、
鳩
斎
の
死
後
、
某
美
術
学
校
の
一
室
の
正
面
に
恭
し
く
据

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
鳩
斎
が
白
川
に
作
品
を
称
賛
さ
れ
満
足
し
て
死
ん
で
い

く
よ
う
に
、
ま
た
作
品
の
末
尾
で
「
友
は
持
べ
き
も
の
」
と
語
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
こ
こ
で
は
命
が
け
の
鳩
斎
の
作
品
が
、
〈
現
在
〉
の
「
美
術
」
制
度
に

お
い
て
権
威
を
持
つ
美
術
学
校
の
教
授
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
光
を
当
て
ら
れ

た
点
が
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
泉
斜
汀
「
彫
像
記
」
（
尾
崎
紅
葉
閲
『
新
小
説
』
明
3
3
・
1
0
）
は
、

上
野
春
季
美
術
展
覧
会
出
品
物
が
天
皇
の
御
用
品
と
な
り
脚
光
を
浴
び
る
こ
と

に
な
っ
た
彫
刻
家
駿
星
が
、
パ
リ
万
博
出
品
物
の
製
作
に
打
込
ん
で
い
る
時
、

駿
星
の
姉
の
酷
い
仕
打
ち
に
耐
え
切
れ
ず
、
妻
が
義
姉
を
殺
害
し
て
し
ま
う
話

で
あ
る
。
義
姉
を
殺
す
妻
の
姿
が
、
駿
星
の
苦
心
作
で
あ
る
、
熊
襲
を
討
伐
す

る
小
碓
像
と
重
ね
て
描
写
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
義
姉
殺
し
は
「
日
本
」
建
国
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「
美
術
」
を
め
ぐ
る
〈
物
語
〉

の
た
め
の
一
事
件
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
正
当
性
を
与
え
ら
れ
て
い
く
。
こ
こ
で

は
一
家
の
不
幸
が
「
日
本
」
の
〈
歴
史
〉
へ
と
回
収
さ
れ
、
博
覧
会
と
い
う
場

で
の
栄
光
へ
と
変
換
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
お
り
、
同
時
代
の
「
美

術
」
制
度
の
強
固
さ
が
露
呈
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
同
時
代
の
「
美
術
」
制
度
の
枠
組
み
を
補
完
す
る
よ
う
な

「
名
工
」
達
の
〈
物
語
〉
が
語
ら
れ
て
い
く
中
、
「
帳
中
書
」
で
も
「
名
工
」
の

〈
物
語
〉
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
次
に
「
帳
中
書
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
に
つ
い

て
見
て
い
き
た
い
。

　
テ
ク
ス
ト
は
、
ま
ず
「
お
の
れ
」
が
見
つ
け
た
「
信
時
」
「
信
俊
」
の
記
事

の
提
示
に
始
ま
る
。

　
　
信
時
、
安
堂
氏
、
平
七
と
称
す
、
尾
州
名
護
屋
大
津
町
の
住
人
な
り
、
赤

　
　
銅
地
磨
高
象
嵌
む
く
入
な
ど
甚
見
事
に
し
て
結
構
な
る
事
蜀
錦
に
ま
さ
れ

　
　
り
、
人
あ
ら
そ
ひ
て
是
を
も
と
め
、
た
の
み
来
る
人
、
門
前
に
市
を
な
す

　
　
が
ご
と
し
、
生
得
コ
僻
あ
る
を
の
こ
に
て
、
こ
れ
を
い
と
ひ
、
の
が
れ
て

　
　
京
師
に
遊
び
、
終
に
其
名
を
か
く
せ
り
・
、
其
作
物
た
ま
く
に
出
れ
ば
、

　
　
価
必
ず
貴
し
、
最
も
惜
む
べ
き
は
此
人
な
り
。

　
　
こ
れ
は
大
坂
の
人
に
て
、
鍔
、
目
貫
、
件
、
小
柄
な
ど
の
鑑
定
に
長
け
た

　
　
る
稲
葉
通
龍
と
い
へ
る
が
、
天
明
年
間
に
著
は
せ
し
書
の
中
に
記
し
置
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

　
　
る
文
な
り
・
。

　
　
ま
た
、
あ
る
書
に
は
、
信
時
と
い
ふ
名
、
信
俊
と
あ
り
て
此
人
お
の
が
技

　
　
の
お
も
ふ
如
く
に
上
達
せ
ざ
る
を
恨
み
憤
り
て
、
舌
を
噛
み
死
せ
り
、
と

　
　
記
し
あ
り
。

　
　
少
し
く
他
に
思
ふ
節
あ
り
て
、
塹
工
の
事
に
関
し
た
る
書
を
渉
猟
せ
し
お

　
　
の
れ
は
、
其
人
の
上
を
あ
は
れ
と
お
も
ひ
、
（
略
）
（
其
口

　
こ
こ
で
「
お
の
れ
」
が
目
を
と
め
た
「
信
時
」
「
信
俊
」
の
記
事
に
つ
い
て

は
、
実
際
に
典
拠
が
あ
る
。
「
信
時
」
の
記
事
で
挙
げ
ら
れ
た
、
稲
葉
通
龍
が

「
著
は
せ
し
書
」
と
は
、
先
行
研
究
で
は
書
名
が
明
示
さ
れ
な
い
ま
ま
触
れ
ら

れ
て
い
る
犬
、
稲
葉
通
龍
『
装
剣
奇
賞
』
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
信
時
　
安
堂
氏

　
　
平
七
と
称
す
、
尾
州
名
護
屋
大
津
町
の
住
人
な
り
・
、
赤
銅
地
磨
、
高
象
眼

　
　
む
く
入
な
ど
、
甚
だ
見
事
に
し
て
、
結
構
な
る
事
、
蜀
錦
に
ま
さ
れ
り
、

　
　
人
あ
ら
そ
ひ
て
是
を
も
と
め
、
た
の
み
来
る
人
、
門
前
に
市
を
な
す
が
ご

　
　
と
し
、
生
得
コ
僻
あ
る
を
の
こ
に
て
こ
れ
を
い
と
ひ
、
の
が
れ
て
京
師
に

　
　
遊
び
、
終
に
其
名
を
か
く
せ
り
、
其
作
物
た
ま
く
に
出
れ
ば
、
価
必
ず

　
　
貴
し
、
最
も
を
し
む
べ
き
は
此
人
也
、
（
『
装
剣
奇
賞
』
巻
之
三
、
天
明
改

　
　
元
辛
丑
五
月
）

　
ま
た
、
「
信
俊
」
の
記
事
は
、
お
そ
ら
く
一
賀
斎
田
中
忠
八
郎
『
金
鍔
奇
綴
』

な
ど
を
参
考
に
し
て
書
か
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。



　
　
薗
部
氏
系
（
略
）
信
俊
　
安
藤
氏
尾
州
住
上
手
此
人
細
工
心
ノ
侭
二
出
来

　
　
サ
ル
ガ
ユ
エ
世
ヲ
思
ヒ
キ
リ
舌
ヲ
喰
テ
死
ス
心
セ
マ
キ
人
力
彼
地
ノ
人
ヲ

　
　
シ
ム
多
ク
見
ス
（
『
金
鍔
奇
綴
』
天
保
十
巳
亥
年
皐
月
）
（
国
立
国
会
図
書

　
　
館
蔵
）

　
『
装
剣
奇
賞
』
は
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
や
『
工
芸
鏡
』
（
横
井
時
冬
、

六
合
館
、
明
2
7
・
1
2
・
1
3
）
が
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た

『
装
剣
奇
賞
』
『
金
鍔
奇
綴
』
両
書
と
も
露
伴
の
蔵
書
目
鋸
に
名
が
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
露
伴
が
「
帳
中
書
」
を
構
想
す
る
際
も
参
考
に
し
た
と

述
べ
て
い
仙
『
古
今
金
工
便
覧
』
（
弘
化
四
年
）
で
は
、
「
信
時
」
と
「
信
俊
」

の
二
者
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
が
あ
る
（
「
信
俊
　
薗
部
家
安
藤
氏
　
尾
州
住
上
手
」
、

「
信
時
　
安
藤
平
七
尾
州
名
古
屋
住
赤
銅
地
磨
高
象
ガ
ン
ム
ク
入
ナ
ド
甚
見
事

ナ
リ
ヒ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
露
伴
は
「
信
時
」
と
「
信
俊
」
が
別
人
で
あ
る
こ

と
は
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
テ
ク
ス
ト
で
は
「
信
時
と
は
同
人
な
り
や

否
や
は
存
ぜ
ず
」
と
し
て
、
二
人
が
同
∵
人
物
か
否
か
の
明
言
が
避
け
ら
れ
た

ま
ま
話
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
テ
ク
ス
ト
内
で
説
明
さ
れ
る
後
藤
氏
の
あ
り
方
（
「
先
祖
祐
乗
以
来

十
数
代
連
綿
と
し
て
好
き
地
位
を
占
め
た
る
ビ
や
、
家
彫
と
町
彫
と
い
う
区

別
、
折
紙
制
、
そ
し
て
奈
良
氏
、
横
谷
氏
等
の
固
有
名
を
持
つ
「
名
工
」
な
ど

に
関
し
て
は
、
『
装
剣
奇
賞
』
や
『
金
鍔
奇
綴
』
等
の
記
事
を
ほ
ぼ
忠
実
に
踏

ま
え
て
い
る
が
、
肝
心
の
平
七
に
直
接
関
わ
る
後
藤
金
乗
に
関
し
て
は
『
装
剣

　
　
　
　
　
「
美
術
」
を
め
ぐ
る
〈
物
語
〉

奇
賞
』
を
け
じ
め
他
の
書
に
も
見
ら
れ
ず
、
架
空
の
人
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

お
浜
や
藤
屋
、
鶴
屋
等
の
存
在
も
定
か
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

露
伴
は
実
在
の
書
（
『
装
剣
奇
賞
』
、
『
金
鍔
奇
綴
』
な
ど
）
の
記
事
を
基
に
、

安
堂
平
七
に
直
接
関
わ
る
話
は
仮
構
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
と
は
い
え
テ
ク
ス
ト
は
、
「
お
の
れ
」
が
「
塹
工
の
事
に
関
し
た
る
書
」
の

中
で
「
信
時
」
あ
る
い
は
「
信
俊
」
に
つ
い
て
の
記
述
を
見
つ
け
、
「
其
人
の

上
を
あ
は
れ
」
と
思
い
名
古
屋
の
友
人
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
し
ば
ら
く
し
て
友

人
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
、
そ
の
手
紙
を
紹
介
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

し
か
も
そ
の
友
人
の
手
紙
は
、
か
つ
て
出
入
り
し
て
い
た
刀
屋
の
番
頭
か
ら

「
平
七
（
信
俊
）
」
に
関
す
る
話
を
聴
い
た
と
い
う
老
人
が
、
記
憶
を
も
と
に
語

っ
た
「
物
語
り
・
の
ま
こ
を
綴
っ
た
も
の
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
番
頭

が
ど
こ
か
ら
話
を
聴
い
た
か
は
不
明
で
あ
り
、
ま
た
「
世
な
れ
き
つ
た
る
者
」

と
噂
の
あ
る
番
頭
の
話
も
「
仮
令
こ
と
ぐ
く
虚
構
に
出
で
す
と
は
致
す
と
も
、

潤
色
の
あ
る
べ
き
事
は
、
勿
論
」
と
あ
る
よ
う
に
、
平
七
に
関
す
る
話
が
虚
構

を
交
え
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
は
テ
ク
ス
ト
内
で
最
初
か
ら
明
示

さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
平
七
を
め
ぐ
る
話
が
〈
事
実
〉
と
は
異
な
っ
て

い
た
と
し
て
も
何
ら
不
自
然
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
平
七
の
話

で
は
、
「
名
工
」
「
名
人
」
な
る
も
の
自
体
が
人
々
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
意
味
を

付
与
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
テ
ク
ス
ト

は
「
名
工
」
の
〈
物
語
〉
が
作
り
出
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
自
覚
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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「
美
術
」
を
め
ぐ
る
〈
物
語
〉

で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
の
平
七
を
め
ぐ
る
話
が
虚
構
で
あ

る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
こ
こ
で
露
伴
が
典
拠
と
し
た
『
金
鍔
奇

綴
』
は
「
童
蒙
に
知
ら
し
め
ん
」
と
、
「
唯
金
工
鍔
師
の
名
を
」
数
多
く
「
書

集
」
め
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
装
剣
奇
賞
』
は
「
目
利
」
の
た

め
の
書
と
し
て
な
る
べ
く
多
く
の
塹
工
達
の
記
事
を
拾
い
出
し
た
も
の
で
、
多

種
多
様
な
「
名
工
」
の
記
載
が
あ
る
。
ま
た
『
装
剣
奇
賞
』
で
は
、
後
藤
祐
乗

を
「
彫
物
の
は
じ
め
」
と
認
め
特
別
視
し
つ
つ
も
、
「
但
祐
乗
を
元
祖
と
称
す

る
事
は
、
後
藤
氏
十
三
代
の
祖
な
る
を
以
て
、
彼
家
よ
り
い
ふ
と
こ
ろ
な
れ
ど

も
」
と
留
保
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
『
装
剣
奇
賞
』
等
の
塹
工
に
関
す
る

書
を
同
じ
く
参
照
し
な
が
ら
、
同
時
代
で
は
限
ら
れ
た
塹
工
の
み
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
特
に
後
藤
祐
乗
を
「
前
代
無
比
の
精
微
巧
妙
を
出
し
、
後
藤
家
風
を
創

始
し
て
、
其
の
業
を
四
百
年
の
永
き
に
伝
へ
」
、
「
我
が
国
彫
金
術
進
歩
の
一
大

紀
元
を
開
き
し
も
の
」
（
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
）
と
し
て
、
後
藤
氏
を

始
祖
と
し
た
彫
金
の
〈
歴
史
〉
が
強
調
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ

こ
で
は
、
そ
う
し
た
偏
っ
た
同
時
代
の
「
美
術
史
」
で
は
無
視
さ
れ
た
「
信

時
」
「
信
俊
」
と
い
う
塹
工
の
記
事
に
あ
え
て
眼
を
と
め
、
そ
の
存
在
に
共
感

し
、
彼
の
〈
物
語
〉
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
す
る
「
お
の
れ
」
の
よ
う
な
存
在
が

描
き
出
さ
れ
て
い
る
点
こ
そ
が
重
要
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
「
お
の
れ
」
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
安
堂
平
七
に
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関
す
る
話
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
想
い
合
う
男
女
が
仲
を
引
き
裂
か
れ
て
心
中
す
る
と
い
う
平
七
の
話
は
、

「
恰
も
巧
み
な
る
作
り
物
語
の
如
く
」
と
文
中
で
も
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

筋
だ
け
見
れ
ば
、
当
時
流
行
し
て
い
た
「
心
中
物
」
に
も
通
底
す
る
話
に
な
っ

て
い
柚
。
し
か
し
、
お
浜
と
平
七
の
「
色
恋
」
は
話
の
展
開
に
お
い
て
重
要
な

要
素
で
あ
る
も
の
の
、
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
テ
ク
ス
ト
で

は
む
し
ろ
「
名
人
」
な
る
平
七
が
死
へ
向
か
う
ま
で
の
状
況
が
、
平
七
を
取
り

巻
く
人
間
や
社
会
状
況
を
含
め
て
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
何
者
の
子
な
る
や
定
か
」
で
は
な
く
、
ま
た
「
誰
の
弟
子
と
い
ふ
こ
と
も

無
く
自
然
に
慰
み
彫
よ
り
本
職
に
相
成
」
っ
た
平
七
は
、
も
と
も
と
確
か
な
来

歴
を
持
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
周
囲
は
母
や
妹
と
と
も
に
平
七
達
が
「
い
や

し
か
ら
ぬ
立
振
舞
」
す
る
の
を
見
て
、
父
は
京
の
出
身
で
「
歴
々
に
召
し
使
は

れ
候
青
侍
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
噂
し
、
そ
の
来
歴
を
作
っ
て
い
く
。
ま

た
、
自
分
の
心
に
か
な
わ
な
い
細
工
を
「
鉄
鎚
に
て
た
よ
き
潰
し
打
棄
て
申
候

ほ
ど
の
気
象
に
候
故
、
金
銭
に
の
み
眼
は
く
れ
不
申
」
と
い
う
平
七
の
あ
り
方

を
「
名
人
気
質
」
と
し
、
「
末
に
は
む
か
し
の
宗
眠
、
来
雨
な
ん
ど
の
如
く
、

や
が
て
一
風
一
派
を
起
す
」
だ
ろ
う
と
、
や
が
て
「
一
風
一
派
を
起
す
」
よ
う

な
「
名
工
」
の
系
譜
に
連
な
る
「
名
人
」
「
名
古
屋
の
名
物
男
」
と
し
て
取
り



沙
汰
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
お
浜
も
そ
う
し
た
「
人
々
の
褒
め
称
ふ
る
を
聞
き
」
、
「
所
謂
名
人

気
質
な
る
行
ひ
を
見
」
て
平
七
へ
の
恋
心
を
募
ら
せ
、
「
終
に
平
七
を
古
名
人

同
様
に
思
ひ
倣
す
に
至
り
」
崇
拝
し
て
い
く
。
も
っ
と
も
、
お
浜
の
「
恋
心
」

は
単
に
「
名
人
」
の
評
判
に
踊
ら
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
周
囲
の

者
と
同
一
に
は
捉
え
ら
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
の
「
恋
心
」
自
体
が
詳
し
く

は
語
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
少
な
く
と
も
平
七
を
「
古
名
人
」
と
重
ね
な
が
ら

「
名
工
」
と
し
て
崇
め
て
い
く
そ
の
視
線
自
体
は
周
囲
の
視
線
と
大
差
は
な
い

と
い
え
る
。

　
も
ち
ろ
ん
「
其
作
は
愈
々
精
し
く
且
つ
愈
々
美
は
し
く
、
見
る
も
の
を
し
て

凝
視
め
居
る
問
に
う
っ
と
り
と
見
惚
れ
し
む
る
ほ
ど
の
も
の
三
つ
四
つ
な
ら
ず

出
来
」
、
「
評
判
は
非
常
に
高
ま
」
っ
て
い
っ
た
と
あ
る
よ
う
に
、
平
七
の
作
品

自
体
へ
の
評
価
も
平
七
を
「
名
人
」
と
み
な
す
上
で
の
一
つ
の
要
素
と
な
っ
て

い
た
。
し
か
し
こ
の
作
品
の
評
判
も
、
「
平
七
が
細
工
求
め
た
き
」
者
を
増
や

し
、
商
品
と
し
て
の
価
値
を
表
す
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
取
引
先
の

鶴
屋
も
高
く
売
れ
る
と
い
う
点
で
、
平
七
を
重
用
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
平
七

を
「
名
人
」
と
み
な
す
評
判
は
、
平
七
自
身
の
思
い
を
よ
そ
に
周
囲
の
人
の
思

惑
と
も
重
な
り
な
が
ら
、
「
古
名
人
」
の
存
在
と
と
も
に
語
り
広
め
ら
れ
て
い

っ
た
と
い
え
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
鶴
屋
が
「
幸
に
金
乗
の
Ｉ
卜
言
を
も
得
ば
、
平
七
の
誉
自
分
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店
の
得
」
と
思
い
、
折
紙
制
を
は
じ
め
、
彫
金
の
制
度
の
中
で
圧
倒
的
な
力
を

持
つ
「
古
名
人
」
の
家
の
人
間
、
後
藤
金
乗
と
平
七
を
引
き
合
わ
せ
た
よ
う
に
、

平
七
も
ま
た
そ
う
し
た
彫
金
の
制
度
の
中
に
容
易
に
組
み
込
ま
れ
序
列
化
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
平
七
を
取
り
巻
く
周
囲
が
作
り
出
し

た
「
名
工
」
と
し
て
の
価
値
は
、
彫
金
の
制
度
を
支
え
る
後
藤
家
の
よ
う
な
存

在
を
前
に
し
た
時
は
意
味
を
持
だ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
こ
で
周
囲
の
人
間
が
後
藤
氏
を
「
地
位
と
名
誉
と
利
益
と
を
俗
世
界
と
技
芸

界
と
に
跨
が
り
て
占
め
」
て
い
る
た
め
に
尊
重
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
人
々
が
崇
め
る
「
名
工
」
と
は
「
俗
世
界
と
技
芸
界
」
に
お
い
て

権
力
を
持
つ
も
の
で
あ
り
・
、
作
品
自
体
に
対
す
る
目
利
き
は
二
の
次
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
の
意
味
で
は
、
後
藤
祐
乗
ら
の
「
名
作
」
よ
り
も
優
れ
た
作
品
を
作
ろ
う

と
、
失
意
の
中
で
奮
起
し
て
「
各
種
の
名
作
が
放
つ
と
こ
ろ
の
技
術
の
光
輝
」

を
見
続
け
た
平
七
こ
そ
が
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
で
は
初
め
て
、
背
後
に
抱
え
る
歴

史
性
や
評
判
等
を
無
視
し
、
作
品
そ
の
も
の
と
向
き
合
い
、
自
分
の
眼
を
の
み

基
準
に
し
て
作
品
を
眺
め
よ
う
と
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
何
よ
り
・
も
、

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
平
七
が
▽
心
不
乱
に
眺
め
、
つ
い
に
は
己
の
力
で

超
え
ら
れ
な
い
と
悟
っ
た
作
品
が
、
古
人
の
「
原
作
」
で
は
な
く
、
お
浜
が
平

七
の
た
め
に
作
っ
た
「
名
作
の
お
も
か
げ
な
る
彼
の
ヤ
ニ
ガ
タ
模
品
」
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
平
七
が
眼
の
病
に
罹
り
、
つ
い
に
は
「
盲
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目
」
に
な
る
ま
で
「
眼
を
注
ぎ
て
睨
め
暮
ら
し
た
」
作
品
と
は
、
「
後
藤
氏
の

祖
先
等
が
英
霊
底
の
手
腕
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
る
佳
作
」
で
あ
る
と
同
時
に
、

お
浜
の
手
も
加
わ
っ
た
、
平
七
に
と
っ
て
の
み
大
き
な
意
味
を
持
つ
作
品
な
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
七
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
眼
の
前
に
し
て
、
お
浜
の

こ
と
も
想
起
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
平
七
の
中
で
は
、
「
原
作
が
有
せ
る
光
輝
」

と
お
浜
の
二
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

「
盲
目
」
に
な
っ
た
後
も
、
平
七
は
「
恋
ひ
人
の
姿
の
想
像
に
浮
ぶ
と
同
時
に

或
は
獅
子
あ
ら
は
れ
或
は
龍
あ
ら
は
る
ゝ
に
至
り
、
ま
た
或
は
獅
子
或
は
龍
を

お
の
づ
か
ら
眼
前
に
認
む
る
と
同
時
に
お
浜
の
姿
を
認
む
る
」
よ
う
に
な
り
、

「
み
づ
か
ら
此
世
に
長
く
生
く
べ
く
も
あ
ら
ぬ
を
感
ず
る
」
ま
で
に
、
作
品
の

世
界
に
埋
没
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
自
ら
の
眼
を

基
準
に
命
が
け
で
作
品
と
対
峙
し
て
い
く
平
七
の
あ
り
方
は
、
周
囲
に
よ
っ
て

作
り
出
さ
れ
て
い
く
「
名
人
」
の
評
判
や
、
作
品
に
ま
つ
わ
る
〈
歴
史
〉
や
社

会
制
度
な
ど
を
基
準
に
作
品
を
序
列
化
し
て
い
く
よ
う
な
あ
り
方
－
そ
れ
は

同
時
代
の
「
美
術
」
制
度
の
中
で
要
請
さ
れ
て
い
た
眼
差
し
と
類
似
し
て
い
る

と
い
え
る
が
ー
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
と
い
え
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
最
終
的
に
平
七
白
身
の
手
で
作
品
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
ま
ま
、
お
浜
と
心
中
し
て
終
幕
す
る
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
後
藤
祐
乗
ら
の
作

品
自
体
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
そ
の
意
味
で
は
、
脈
々
と
続
く
「
彫

金
の
祖
」
後
藤
氏
の
〈
歴
史
〉
自
体
を
大
き
く
覆
す
よ
う
な
も
の
で
は
な

ｊ
ｏ
し
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し
か
し
、
逆
に
言
え
ば
、
平
七
が
作
品
を
作
り
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
つ
て
の
「
名
作
」
で
あ
る
後
藤
氏
の
作
品
と
平
七
の
作
り
出
す
作
品
と
の
価

値
の
優
劣
が
問
わ
れ
る
こ
と
を
免
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
つ
ま
り
、
テ
ク
ス

ト
で
は
む
し
ろ
、
作
品
発
表
時
に
要
請
さ
れ
て
い
た
視
線
と
は
異
質
な
、
平
七

の
作
品
と
の
対
峙
の
仕
方
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
、
前
景
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
ま
た
、
テ
ク
ス
ト
末
尾
で
は
『
論
語
』
の
「
苗
而
不
秀
者
有
矣
夫
　
秀
而
不

実
者
有
矣
夫
」
と
い
う
「
学
ぶ
こ
と
」
の
必
要
性
を
説
く
言
葉
を
下
地
と
し
た

「
萌
え
て
秀
で
ざ
る
も
の
あ
り
、
秀
で
よ
夫
ら
ざ
る
も
の
あ
り
、
才
人
美
女
多

く
は
薄
命
、
既
に
此
才
を
愛
す
、
誰
加
天
を
恨
ま
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
や
、
噫
」

と
い
う
「
お
の
れ
」
の
感
想
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
平
七
の

「
実
ら
ざ
る
」
要
因
を
努
力
の
問
題
で
は
な
く
「
天
」
の
問
題
に
帰
し
、
忘
れ

去
ら
れ
た
「
名
工
」
平
七
の
〈
物
語
〉
に
深
い
共
感
を
表
す
「
お
の
れ
」
の
存

在
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
「
お
の

れ
」
の
立
場
、
す
な
わ
ち
、
作
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
「
日
本
美
術
史
」
で
は
無
視

さ
れ
て
い
く
「
名
工
」
の
〈
物
語
〉
に
目
を
と
め
、
同
時
代
の
「
美
術
」
の
見

方
と
は
異
な
る
よ
う
な
、
人
と
作
品
と
の
関
わ
り
方
を
掬
い
上
げ
よ
う
と
す
る

あ
り
方
こ
そ
、
露
伴
の
求
め
て
い
た
立
場
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
こ
の
立
場
は
、
「
帳
中
書
」
の
翌
年
に
書
か
れ
た
小
説
「
椀
久
物
語
」

に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
椀
久
物
語
」
は
、
浄
瑠
璃
や
馬
琴
の
作
品
等
で



も
取
り
上
げ
ら
れ
る
茶
碗
屋
久
兵
衛
（
椀
久
）
と
遊
女
松
山
の
恋
愛
話
を
軸
に
、

京
都
の
陶
工
、
清
兵
衛
の
苦
心
譚
を
絡
め
た
話
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
松
山
の

父
幸
右
衛
門
か
ら
伊
万
里
焼
の
錦
欄
手
の
秘
法
を
椀
久
を
通
じ
て
聞
き
出
し
た

清
兵
衛
が
、
京
都
に
お
い
て
新
し
い
錦
欄
手
の
陶
器
を
製
造
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
も
の
の
、
秘
法
を
他
藩
に
漏
ら
し
た
罪
と
し
て
幸
右
衛
門
が
死
罪
と
な
っ

た
の
を
聞
き
、
椀
久
が
狂
乱
す
る
と
い
う
〈
物
語
〉
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
語
ら
れ
る
陶
工
、
清
兵
衛
と
は
明
治
十
年
の
パ
リ
万
博
で
粟
田
、
清
水
・
五

条
坂
の
陶
磁
器
業
者
が
出
品
し
た
こ
と
を
機
に
『
工
芸
志
料
』
［
黒
川
真
頼
、

博
物
局
、
明
1
1
∴
‥
‥
］
・
2
6
）
等
で
「
京
焼
の
祖
」
と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
、
野
々
村
仁
清
の
こ
と
で
あ
仙
。
『
工
芸
志
料
』
は
『
本
朝
陶
器
孜
設
』

を
参
照
し
て
書
か
れ
た
部
分
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
仁
清
の
項

目
で
は
清
水
の
窯
場
の
創
始
を
別
人
と
捉
え
た
『
本
朝
陶
器
孜
設
』
の
記
述
は

排
除
さ
れ
て
い
柚
。
こ
う
し
た
「
京
焼
の
祖
」
と
し
て
の
仁
清
像
は
そ
の
後
も

続
き
、
『
工
芸
鏡
』
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
な
ど
も
、
こ
の
仁
清
像
を
受

け
継
い
で
い
た
。
そ
し
て
、
当
然
こ
の
肥
前
国
か
ら
錦
欄
手
の
秘
法
を
聞
い
た

と
い
う
話
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。
つ
ま
り
「
帳
中
書
」
で
は
、
同
時
代
の

「
美
術
史
」
に
お
い
て
無
視
さ
れ
て
い
た
「
名
工
」
の
存
在
に
眼
が
む
け
ら
れ

た
の
に
対
し
、
今
度
は
、
有
名
な
「
名
工
」
の
無
視
さ
れ
た
〈
物
語
〉
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
仙
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
露
伴
が
統
一
的
な
「
日
本
美
術

史
」
を
作
る
こ
と
よ
り
も
、
但
恰
と
人
が
様
々
な
形
で
関
わ
り
合
う
、
そ
の
あ

　
　
　
　
　
「
美
術
」
を
め
ぐ
る
〈
物
語
〉

り
方
に
興
味
を
持
ち
、
む
し
ろ
「
日
本
美
術
史
」
か
ら
抜
け
落
ち
て
い
る
〈
物

語
〉
を
積
極
的
に
提
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
関
谷
博
が
指
摘
す
る
よ
う
聯
明
治
二
十
三
年
の
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会

開
催
時
に
露
伴
は
「
日
ぐ
ら
し
物
語
」
（
『
読
売
新
聞
』
明
2
3
・
４
・
８
～
2
9
）

や
「
苦
心
録
」
（
『
読
売
新
聞
』
明
2
3
・
４
・
５
～
3
0
）
等
を
書
き
、
「
生
産
さ

れ
る
現
場
の
具
体
性
と
そ
れ
を
支
え
る
技
術
者
の
知
に
結
び
合
わ
」
せ
て
語
る

こ
と
で
、
「
あ
ら
ゆ
る
事
物
を
取
り
込
み
、
記
号
化
し
、
整
序
す
る
新
し
い

〈
眼
〉
の
空
間
と
し
て
の
博
覧
会
に
対
し
て
」
「
抵
抗
線
」
を
引
い
て
い
た
と
い

え
る
。
「
帳
中
書
」
や
「
椀
久
物
語
」
発
表
時
で
は
、
こ
う
し
た
博
覧
会
で
要

請
さ
れ
る
視
線
に
対
す
る
違
和
感
が
、
「
美
術
史
」
な
ど
の
〈
歴
史
〉
を
語
る

こ
と
の
問
題
と
も
結
び
つ
く
形
で
、
再
度
検
討
し
直
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

お
わ
り
に

人
の
世
に
あ
る
ほ
ど
の
も
の
は
、
如
何
な
る
玄
微
な
る
も
の
も
、
所
以
無

く
し
て
忽
然
と
此
の
人
の
世
に
現
れ
出
で
来
れ
る
も
の
に
は
あ
ら
ず
。

（
略
）
造
り
・
け
じ
め
た
る
人
は
、
讐
へ
ば
苗
の
如
く
、
造
り
は
じ
め
ん
と

し
た
る
人
は
、
偕
尺
ば
種
子
の
如
し
。
造
ら
ん
と
し
た
る
人
の
茎
の
如
く
、

造
り
た
る
人
は
穂
の
如
し
。
種
子
よ
り
苗
は
出
で
、
苗
よ
り
茎
は
立
ち
、

茎
あ
り
て
後
穂
は
生
る
な
り
。
（
略
）
自
己
が
身
は
彩
糸
を
も
て
膝
ら
れ

四
五



　
　
　
　
　
「
美
術
」
を
め
ぐ
る
〈
物
語
〉

　
　
た
る
毬
子
の
如
く
に
、
多
く
の
人
々
の
頭
よ
り
出
で
手
よ
り
出
で
た
る
恩

　
　
恵
の
糸
よ
り
て
間
も
無
く
膝
ら
れ
た
る
覚
ゆ
べ
し
。
（
「
将
言
」
「
文
明
の

　
　
庫
」
、
『
少
年
世
界
』
明
3
1
・
１
）

　
「
帳
中
書
」
の
発
表
と
ほ
ぽ
同
時
期
、
露
伴
は
「
文
明
の
庫
」
と
し
て
、
「
人

の
世
に
あ
る
も
の
」
に
ま
つ
わ
る
〈
物
語
〉
を
「
陶
器
の
巻
」
「
紙
の
巻
」
「
銃

器
の
巻
」
「
仮
名
の
巻
」
に
分
け
て
拾
い
上
げ
、
ま
と
め
あ
げ
て
い
る
。

　
奇
し
く
も
同
時
期
、
高
山
樗
牛
も
ま
た
「
美
術
史
」
の
み
な
ら
ず
「
文
明

史
」
の
必
要
性
を
説
き
著
し
て
い
た
。
こ
こ
で
樗
牛
は
「
東
西
人
種
」
の
競
争

と
い
う
発
想
に
基
づ
き
、
「
精
神
的
及
び
物
質
的
全
範
囲
に
亙
り
て
、
社
会
発

達
の
真
相
を
究
明
せ
む
こ
と
を
企
つ
る
統
一
的
歴
史
」
（
「
文
明
史
と
は
何
ぞ

七
」
）
と
し
て
の
「
文
明
史
」
を
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
樗
牛
の
こ
の

「
文
明
史
」
観
が
、
日
本
の
風
土
や
地
理
等
の
特
徴
も
詳
述
し
、
「
東
洋
」
を
代

表
す
る
「
大
和
民
族
」
特
有
の
輝
か
し
い
体
系
的
な
「
美
術
史
」
を
作
成
し
よ

う
と
し
て
い
た
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
な
ど
の
「
美
術
史
」
観
と
も
通

底
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
「
文
明
の
庫
」
に
お
け
る
露
伴
の
立
場
は
、
こ
れ
と
異
な
っ
て
い

る
。
露
伴
は
「
誰
か
（
略
）
日
本
文
明
の
光
輝
に
世
界
の
人
民
を
し
て
浴
せ
し

む
る
も
の
ぞ
」
と
呼
び
か
け
「
日
本
文
明
」
の
発
展
へ
の
期
待
を
綴
っ
て
い
る

も
の
の
、
し
か
し
「
だ
ゞ
文
明
史
を
説
か
ん
と
す
る
が
如
き
は
固
よ
り
著
者
が

願
に
あ
ら
ず
」
と
い
っ
て
、
こ
の
書
を
あ
え
て
「
文
明
の
庫
と
称
ふ
る
」
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

「
人
類
の
功
績
の
記
録
」
を
編
む
た
め
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ

こ
で
も
「
名
工
」
の
存
在
を
系
譜
化
す
る
こ
と
や
、
「
統
一
的
な
歴
史
」
を
作

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
て
い
た
。

　
「
文
明
の
庫
」
は
、
同
時
代
で
は
余
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
話
も
含
め
、
作

品
に
ま
つ
わ
る
一
つ
一
つ
の
経
緯
を
具
に
蒐
集
し
、
「
今
我
等
が
用
う
る
も
の

は
、
其
内
に
は
多
く
の
年
月
の
間
の
多
く
の
人
々
が
功
労
を
含
め
る
」
と
説
く

よ
う
に
、
「
今
」
目
の
前
に
あ
る
作
品
と
私
達
と
の
関
係
自
体
を
問
い
直
し
て

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
一
つ
の
作
品
に
も
「
造
り
け
じ
め

た
る
人
」
「
造
り
は
じ
め
ん
と
し
た
る
人
」
「
造
ら
ん
と
し
た
る
人
」
「
造
り
た

る
人
」
な
ど
の
多
数
の
存
在
が
あ
る
こ
と
に
目
を
む
け
、
「
多
く
の
人
々
の
頭

よ
り
出
で
手
よ
り
出
で
た
る
恩
恵
の
糸
よ
り
て
間
も
無
く
膝
ら
れ
た
る
」
存
在

と
し
て
の
人
の
あ
り
方
や
、
人
と
作
品
と
の
様
々
な
関
わ
り
方
自
体
を
露
伴
は

見
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
露
伴
が
求
め
て
い
た
「
美
術
」
を
め
ぐ
る
〈
物
語
〉
と
は
、

同
時
代
に
求
め
ら
れ
て
い
た
「
日
本
美
術
史
」
で
は
決
し
て
集
約
さ
れ
な
い
、

む
し
ろ
、
そ
こ
か
ら
抜
け
落
ち
て
い
っ
た
、
人
と
作
品
と
の
繋
が
り
を
問
う

〈
物
語
〉
だ
っ
た
と
い
え
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
う
し
た
〈
物
語
〉
を
拾
い
集
め

て
い
く
こ
と
に
こ
そ
初
め
て
、
露
伴
は
「
美
術
」
の
〈
歴
史
〉
な
る
も
の
を
語

る
こ
と
の
意
味
を
見
出
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。



注①
　
以
下
、
傍
線
は
全
て
引
用
者
に
よ
る
。

②
「
帳
中
書
」
は
初
出
時
の
題
名
。
岩
波
書
店
版
『
露
伴
全
集
』
な
ど
で
は
「
風
流

　
魔
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
恋
の
と
り
こ
　
幸
田
露
伴
著
、
渡
逞
省
亭
画
」
広
告
（
『
新

　
小
説
』
明
2
9
・
1
2
）
及
び
「
第
三
年
第
一
巻
　
新
小
説
予
告
」
（
『
新
小
説
』
明
3
0
・

　
1
2
）
、
渡
逞
省
亭
の
口
絵
（
『
新
小
説
』
明
3
1
・
↓
）
か
ら
、
当
初
は
「
恋
の
俘
」
と

　
い
う
題
で
小
説
欄
に
掲
載
さ
れ
る
べ
く
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
初
出
時

　
「
帳
中
書
」
と
し
て
雑
録
欄
に
掲
載
さ
れ
た
後
、
『
長
語
』
（
春
陽
堂
、
明
3
4
・
1
1
・

　
1
8
）
収
録
時
に
「
名
古
屋
だ
よ
り
」
へ
、
さ
ら
に
『
現
代
日
本
文
学
全
集
　
幸
田
露

　
伴
集
』
（
改
造
社
、
昭
２
・
1
2
・
５
）
収
録
時
に
「
風
流
魔
」
へ
と
改
題
さ
れ
た

　
（
柳
田
泉
『
幸
田
露
伴
』
中
央
公
論
社
、
昭
1
7
・
４
・
3
0
）
。
た
だ
し
、
「
帳
中
書
」

　
「
名
古
屋
だ
よ
り
」
「
風
流
魔
」
で
は
大
き
な
内
容
の
変
更
は
な
い
。

③
　
北
洋
憲
昭
『
眼
の
神
殿

④

「
美
術
」
受
容
史
ノ
ー
ー
ト
』
（
美
術
出
版
社
、
平

１
・
９
・
3
0
）

　
高
山
樗
牛
「
巴
里
万
国
博
覧
会
と
我
邦
の
美
術
家
」
（
『
太
陽
』
明
3
0
・
６
）

⑤
　
平
山
威
信
『
昨
夢
録
』
（
ジ
ャ
パ
ン
、
マ
ガ
ジ
ー
ン
社
、
大
1
4
・
３
・
1
5
）

⑥
　
『
博
覧
会
の
政
治
学
　
　
ま
な
ざ
し
の
近
代

　
2
5
』

⑨
　
佐
藤
道
信
『
〈
日
本
美
術
〉
誕
生

「
美
術
」
を
め
ぐ
る
〈
物
語
〉

』
（
中
公
新
書
、
平
４
・
９

21

心

⑩
「
美
術
工
芸
」
を
「
美
術
」
か
ら
分
離
さ
せ
る
考
え
に
は
不
満
も
出
て
お
り
、
こ

　
の
時
期
「
工
芸
」
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
金
杉

　
歯
男
は
「
美
術
工
芸
と
形
式
美
」
（
『
読
売
新
聞
』
明
3
1
・
８
・
2
9
～
９
・
1
3
）
で
、

　
「
万
国
博
覧
会
の
如
き
共
同
事
業
」
で
は
「
事
実
を
托
」
げ
て
「
美
術
」
と
「
工
芸
」

　
を
分
離
さ
せ
た
だ
け
で
「
美
術
と
工
芸
と
に
固
有
の
境
界
な
く
」
、
む
し
ろ
「
具
体

　
の
物
を
其
言
認
識
」
す
る
よ
う
な
「
自
然
美
」
を
要
す
る
絵
画
よ
り
も
、
「
抽
象
的
」

　
で
「
形
式
美
」
を
備
え
た
「
装
飾
模
様
」
の
方
が
「
美
術
」
の
本
質
に
近
い
と
説
明

　
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
金
杉
の
「
自
然
」
と
い
う
概
念
へ
疑
問
を
投
げ
か
け
、

　
「
工
芸
」
は
「
一
種
の
実
用
的
目
的
以
内
に
働
け
る
も
の
」
だ
と
す
る
反
論
（
高
田

　
紀
三
「
美
術
と
工
芸
と
の
区
別
を
論
ず
」
『
読
売
新
聞
』
明
3
1
・
９
・
尺
1
8
）
な

　
ど
が
出
さ
れ
た
。

⑩
　
「
海
野
勝
眠
氏
製
太
平
楽
」
（
『
読
売
新
聞
』
明
3
1
L
2
・
1
6
）

⑩
　
明
治
二
十
三
年
、
皇
室
に
よ
る
伝
統
美
術
の
保
護
奨
励
を
目
的
に
、
宮
内
省
下
に

　
西
欧
の
ロ
イ
ヤ
ル
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
に
な
ら
っ
た
帝
室
技
芸
員
制
度
が
設
置
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
東
京
美
術
学
校
の
開
校
当
初
（
明
2
2
）
の
彫
金
の
教
官
と
な
っ
た
の
は
、
幕

　
府
の
御
用
を
つ
と
め
た
後
藤
系
の
加
納
夏
雄
（
佐
藤
道
信
『
明
治
国
家
と
近
代
美
術

　
　
　
美
の
政
治
学
　
　
』
吉
川
弘
文
館
、
平
１
１
１
１
・
４
・
１
）
で
あ
っ
た
り
、
内
国
勧

　
業
博
覧
会
の
出
品
物
を
紹
介
し
た
『
東
京
名
工
鑑
』
（
有
隣
堂
、
明
1
2
・
1
2
）
で
は
、

　
最
初
に
「
流
派
」
の
項
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
り
す
る
な
ど
、
「
工
芸
」
の
世
界
で
は

　
伝
統
的
な
「
流
派
」
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
。

⑩
「
海
野
勝
眠
彫
刻
の
布
袋
　
横
谷
宗
眠
の
遺
物
と
誤
ら
る
　
新
任
帝
室
技
芸
員
の

　
逸
話
（
四
）
」
（
『
読
売
新
聞
』
明
2
9
・
７
・
1
8
）

⑩
　
黒
田
譲
『
名
家
歴
訪
録
（
上
篇
）
』
（
黒
田
譲
発
行
、
明
3
2
・
６
・
2
5
）

⑤
　
塩
谷
賛
『
幸
田
露
伴
（
中
）
』
（
中
公
文
庫
、
昭
5
2
・
３
・
1
0
）
な
ど
。

⑨
　
柳
田
泉
「
露
伴
先
生
蔵
書
瞥
見
記
（
口
）
（
『
文
学
』
昭
4
1
・
３
）

⑩
「
遅
塚
久
則
、
久
徳
」
（
「
譚
叢
」
『
新
小
説
』
明
3
0
・
５
）
で
「
金
工
便
覧
の
作
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七

⑦
「
明
治
三
十
三
年
巴
里
万
国
大
博
覧
会
美
術
作
品
鑑
査
規
則
」
（
明
3
2
・
８

⑧
「
香
川
勝
広
氏
の
大
作
」
（
『
読
売
新
聞
』
明
3
1
・
８
・
２
）

近
代
日
本
の
「
こ
と
ば
」
と
戦
略
　
　
』

　
（
講
談
社
選
書
メ
チ
ェ
、
平
８
・
1
2
・
1
0
）

⑩
「
ヴ
ェ
ニ
ス
博
覧
会
日
本
部
景
況
」
（
『
美
術
評
論
』
明
3
1
・
５
）

⑨
　
土
井
久
美
子
「
2
0
世
紀
工
芸
へ
の
道
」
（
東
京
国
立
博
物
館
編
『
2
0
0
5
年
日

　
本
国
際
博
覧
会
開
催
記
念
　
世
紀
の
祭
典
　
万
国
博
覧
会
の
美
術
　
パ
リ
ー
ウ
ィ
ー

　
ン
ー
シ
カ
ゴ
万
博
に
見
る
東
西
の
名
品
』
図
録
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
平
1
6
）



「
美
術
」
を
め
ぐ
る
〈
物
語
〉

　
を
し
て
、
『
な
ぐ
さ
み
彫
、
巧
な
り
、
（
略
）
』
と
記
せ
し
む
る
に
至
れ
り
。
予
、
恋

　
の
と
り
こ
を
草
せ
ん
と
し
て
雑
書
を
渉
猟
し
」
と
あ
る
。

⑩
　
当
時
の
「
心
中
物
」
の
特
徴
に
関
し
て
は
、
鈴
木
啓
子
「
『
湯
島
詣
』
と
そ
の
時

　
代
」
（
泉
鏡
花
研
究
会
編
『
論
集
泉
鏡
花
　
第
三
集
』
和
泉
書
院
、
平
1
1
・
７
・
2
0
）

　
に
詳
し
い
。

⑤
「
後
世
京
焼
卜
称
ス
ル
者
（
仁
清
ノ
造
ル
所
ノ
者
ヲ
以
テ
始
卜
為
ス
」
（
『
工
芸
志

　
料
言
「
仁
清
通
称
は
清
兵
衛
元
丹
波
の
人
壮
年
の
頃
土
佐
国
尾
戸
村
に
い
た
り
帰
化

　
の
韓
人
仏
阿
弥
に
従
ひ
て
陶
法
を
学
び
後
元
和
中
京
師
に
来
り
当
時
清
閑
寺
に
住
せ

　
し
陶
工
宗
伯
の
門
に
入
り
尚
陶
法
を
学
び
市
と
ぞ
成
業
の
後
京
師
の
近
郊
粟
田
口
御

　
室
御
菩
薩
清
閑
寺
岩
倉
鳴
瀧
鷹
峰
小
松
谷
等
の
各
所
に
お
い
て
陶
器
を
製
し
た
り
と

　
い
ふ
仁
清
の
号
は
仁
和
寺
宮
に
仕
へ
て
仁
和
寺
村
に
住
せ
し
か
ば
其
仁
の
字
と
已
が

　
名
の
清
字
を
と
り
て
つ
け
し
も
の
な
り
と
ぞ
」
（
『
工
芸
鏡
』
）

⑩
「
粟
田
、
清
水
・
五
条
坂
の
陶
磁
器
業
者
た
ち
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に

　
開
催
さ
れ
た
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
実
際
の
出
品
者
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
陶
業
が
近
世

　
初
頭
に
始
ま
り
、
そ
れ
か
ら
途
絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
た
と
の
沿
革
を
明
示
し
た
う

　
え
で
、
そ
の
系
譜
を
引
く
陶
工
た
ち
に
海
外
で
評
価
さ
れ
る
に
足
る
伝
統
的
な
工
芸

　
品
を
製
作
さ
せ
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
当
時
の
殖
産
興
業
政
策
の
も
と
で
博
覧
会
業
務

　
を
推
進
し
て
い
っ
た
博
物
局
の
役
割
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
『
工
芸
志
料
』
は
、

　
京
都
窯
業
を
過
去
か
ら
当
代
へ
と
明
確
に
系
統
づ
け
る
こ
と
を
第
一
義
と
す
る
。
」

　
（
岡
佳
子
『
国
宝
　
仁
清
の
謎
』
角
川
書
店
、
平
1
3
・
７
・
3
1
）

⑩
　
仁
清
か
錦
欄
手
の
秘
法
を
聞
き
出
し
た
話
は
「
文
明
の
庫
」
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

　
て
い
る
。

⑩
　
『
幸
田
露
伴
論
』
（
翰
林
書
房
、
平
1
8
・
３
・
９
）

⑤
　
高
山
樗
牛
『
世
界
文
明
史
』
（
博
文
館
、
明
治
3
1
・
１
・
1
5
）

＊
「
付
記
」
小
論
は
サ
ン
ト
リ
ー
財
団
な
ら
び
に
科
研
基
盤
研
究
Ｂ
（
課
題
番
号
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

三
二
〇
〇
▽
几
）
の
助
成
を
受
け
た
研
究
会
合
（
於
京
都
工
芸
繊
維
大
学
、
平
1
9
・

９
・
2
0
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て
い
る
。
発
表
内
外
に
お
い
て
貴
重
な
御

助
言
を
数
多
く
賜
っ
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
帳
中
書
」
本
文
の
引
用
は
初
出
に
よ
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
露
伴
作
品
の
引
用

は
全
て
岩
波
書
店
版
『
露
伴
全
集
』
に
よ
っ
て
い
る
。
引
用
に
際
し
て
、
旧
字
は
新

字
に
改
め
、
傍
点
、
振
り
仮
名
は
適
宜
省
略
し
た
。


